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近年、小型炉や先進炉の開発に向けたイノベーションが活発化している。本研究では、既存技術からの非

連続性がある可搬型マイクロ炉を例にとり、その安全や社会的受容をめぐる課題を考察する。 
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1. はじめに 

近年、小型炉や先進炉の開発に向けたイノベーションが活発化している。軽水炉型の小型モジュラー炉

（SMR）に加え、従来技術とは大幅に異なる「革新的」設計も提案されている。本稿では、後者の系譜に連

なる可搬型マイクロ炉を例にとり、科学技術社会論やリスク・ガバナンス論の知見を踏まえ、既存技術とは

非連続な新規炉の安全とその社会的受容に係る課題を考察する。 

2. 知識の限界に対する思慮深さ 

先行する SMR の議論では、大型軽水炉で培われてきた原子力安全の枠組み（例：深層防護や緊急時計画）

を基礎として、確率論的リスク評価（PRA）を手掛かりに、リスクの大きさや特性に見合った形での安全確

保が目指されている。一方、NuScale の許認可議論[1]では、将来炉の PRA や使用経験のない安全機構の取り

扱いに対し、一層の思慮深さが求められている。既存炉とは安全性に本質的な違いがあるマイクロ炉では、

実証済みの知見が限定的で、安全設計構築での工学理論的な予測に依存する度合いが大きい。従来の安全枠

組みとリスクの考え方を踏まえつつ、革新設計ゆえの知識や経験の限界に照らして思慮深さをいかに担保す

るかが、リスク・ガバナンスにおける重要な課題である。 

3. 「早期からの規制関与」と「第三者性」 

 運転経験や関連知見が限られる先進炉の技術開発では、設計者と規制当局とが設計段階から相互作用を図

る「早期からの規制関与」が重要という動きもある[2]。欧州での「責任ある研究・イノベーション」（RRI: 

Responsible Research and Innovation）[3]のように、技術的諸元が固まった後で規制や社会に理解を求めるので

はなく、開発段階から様々な主体とのコミュニケーションを図り、社会的に望ましい形での開発を目指すこ

とが求められる。マイクロ炉のように既存技術との非連続な技術では、特に計画段階からの規制等との連携

が求められる。一方、「早期からの規制関与」には、設計者や事業者から距離をとって別の立場・視点から安

全を批判的・重層的に見るという、規制者本来の「第三者性」が減じる懸念もあり、両者の好ましいバラン

スを探ることも検討すべき課題である。 
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